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竹原市都市整備課

②周知方法

１.重点地区説明会（竹原シンボルロード周辺地区）

①実施概要
実施日 令和３年７月２０日（火）
時 間 18 30 19 30
場 所 竹原市民館２階 第２・３会議室
参加者 ６人

重点地区住民へ各戸配布

各戸配布資料

説明会 状況写真 Ｐ１



竹原市都市整備課

１.重点地区説明会（竹原シンボルロード周辺地区）

③主な意見と対応
NO. 意見の内容 回答内容 対応

１

景観17選の写真の竹並木は竹
が荒れている写真となってい
る。竹原は竹の町であること
から，計画の中で竹をもっと
意識した計画とするべきであ
る。

検討する。
計画へ
反映
（P6）

２
国道432号の竹の植樹は背が高
く，家から車で出る際に，国
道432号の車が見えにくく危険。
高さを低くしてほしい。

今後，植樹帯の竹の種類等につ
いて，視距も考慮した竹の種類
について検討する。

-

３
景観計画は観光のためと思う
が，道路は生活に必要である，
早く４車線化を進めてほしい。

景観計画において，竹原市のシ
ンボルロードとして国道432号
を位置づけていることで，路線
の重要度が増し広島県の事業進
捗も図られると考えている。

-

Ｐ２



竹原市都市整備課

②周知方法

①実施概要

重点地区住民へ各戸配布

各戸配布資料説明会 状況写真

１.重点地区説明会（町並み保存地区周辺地区）

実施日 令和３年７月２８日（水）
時 間 18 30 19 30
場 所 道の駅たけはら２階

地域交流スペース
参加者 １４人

Ｐ３



竹原市都市整備課

１.重点地区説明会（町並み保存地区周辺地区）

NO. 意見の内容 回答内容 対応

１
町並み保存地区の外の方の参加者が少な
い。この計画の事を知らない人もでてく
ると思われる。重点地区内の方の生活に
関わることなので，今後条例制定までに
周知を徹底するべき。

配布を行って案内をおこなっているが，参
加者が少ない状況である。一人一人に個別
に説明することは難しいが，今後，通信の
ようなの形で周知徹底を行う必要があると
感じている。今後，届出の仕方等について
は，周知徹底するべきと考えている。

令和3年9月に景観
づくり通信を発行
し，説明会の内容
を周知。
参考資料１

２
町並み保存地区内（重伝建内）に住んで
いるが，これまで，看板を立てる際に届
出が必要であったが，他に住んでいて困
ることはなかった。特に心配はいらない
と思う。

ご意見の通り，今ある建物で景観計画の基
準に合っていないからといって直ちに基準
どおりに是正を求めるものではない。
景観計画に伴う，条例施行後に新たに新築
等される際に基準に適合されずに建築され
た場合は，市から，勧告や変更命令をだす
こととなる。

３
個所がたくさんある。また，水路の蓋も
修景してあるが，水害で流れ，一生懸命
探しに行って，設置してもはまらないし，
不便なため，検討してほしい。

ご指摘とおり，平成30年と令和3年の災害で
流されました。そのため，他の方からもご
指摘をいただいているところです。蓋は修
景と維持管理を考え，FRPの蓋を設置してい
ますが，今後対策を検討してまいります。

令和3年9月蓋同士
を連結し，流失防
止対策を実施。

４

３年前の災害と同様に被災している。この３年
間で何もできていなかったとのことで国土交通
大臣や県知事もこられたが，今後同じようなこ
とが起きないようにしていただきたい。また，

うにやって是非やっていただきたいと要望した
い。

先日，国土交通大臣もこられたことは非常
に大きなことであり，今後，復旧も力を入
れていくこととなると思われる。市として
も，平成30年と同様に被災してしまったと
いうことは重々承知しており，復旧へ向け
て尽力していく必要があると認識している。

③主な意見と対応

Ｐ４



竹原市都市整備課

１.重点地区説明会（竹原駅前周辺地区）

①実施概要
実施日 令和３年７月２９日（木）
時 間 14 30 15 30
場 所 広島市信用組合 ３階会議室
参加者 ７人

各戸配布資料
説明会 状況写真

②周知方法
重点地区住民へ各戸配布
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竹原市都市整備課

１.重点地区説明会（竹原駅前周辺地区）

NO. 意見の内容 回答内容 対応

１

あちこち空き地ができているが，重
点地区内の空き地に万が一住宅を建
てる場合，建てられるのか。建てる
ことを反対しているとかではなく，
行政としてどのように考えられてい
るのか。

景観計画として，住宅が建つことについての，規
制は無い。景観計画に基づき，住宅であっても，
景観形成に努めてもらうことになるため，見た目
については，配慮してもらう必要がある。届出を
出していただくことになるのでその際に，景観形
成基準との確認をさせていただく。また，用途地
域としても住居は建てられる地域である。

２
今後，従来の建物について，景観形
成基準に整合を図るように指導され
ることになるのか。

特にそこまでは考えていない。あくまでも次に塗
り替える時に，景観形成基準に適合していただく
ように考えている。今後は，新築や改築等の際に
ノスタルジックな景観を阻害しないように配慮し
ていただくように考えている。

３
景観計画に基づいて進めていただく
事は大変ありがたいことだが，空き
店舗こそが景観を阻害していると思
うが，どのように考えているか。

ご意見の通り，空き店舗の問題はある。ここ数年，
この空き店舗への取り組みを進めてきたが，店舗
のオーナー側が積極的に貸す状況ではないと実感
している。そのため，ここの魅力を高めるため，
竹原駅前エリアウォーカブルビジョンを進めてき
ている。ここの魅力が高まれば，オーナーさんも
積極的に貸していただけるのではないかと期待し
ている。

③主な意見と対応

Ｐ６



竹原市都市整備課

②周知方法

１.重点地区説明会（忠海市街地周辺地区）

①実施概要
実施日 令和３年８月２日（月）
時 間 18 30 19 30
場 所 忠海地域交流センター
参加者 １５人

重点地区住民へ各戸配布

各戸配布資料
説明会 状況写真 Ｐ７



竹原市都市整備課

NO. 意見の内容 回答内容 対応

１ い状況となっている。竹原駅前は無電柱化
は進んでいるが，この市道の無電柱化の予
定は無いのか。

竹原の国道185 432
号（新開区画整理事業区域）については無電柱化が進めら
れている。この事業は，広域的に防災上必要な道路及び景
観への配慮の目的で国と県によって整備がされている。ご
意見いただいた市道部分について，竹原市で管理している
道路であり，現在のところ無電柱化の事業は予定していな
い。

２
現在立っている重点地区内の建物で推奨
色・基準色から外れていいる建物はどうな
るのか。

既存不適格の建物となる。あくまでも景観計画は新築や改
築など，これから新たに何かされる際に基準に適合してい
ただくように考えている。
忠海市街地周辺地区の重点地区内すべての建物を確認でき
たわけではないが，概ね111件の建物があり，3件程度が推
奨色・基準色から外れている状況であった。

３

忠海の歴史的景観の観点から，旧宅や神
社・仏閣等をどのように保存していくかが
計画に入っていない。これから建てる建物
への規制ばかりになってしまっている。
もっと，忠海の景観の良さを守っていくの
であれば，古い歴史的な建物も何らかの形
で公共が保存していくべきである。古い歴
史的建物の保存と規制を総合的に進める計
画とすべきである。

景観計画において，建物の所有者の同意をもって，景観的
な建物などを景観重要建造物として指定できることとなっ
ている。例えば，日の丸写真館や河畑タバコ店を想定して
いる。指定されると，しっかり保存をしていくことと，固
定資産税の減免等の支援もある。景観計画の策定の後に指
定をしていくこととなる。その他景観重要樹木の指定もあ
るため，例えば内堀公園の大きな木を指定することもでき
る，指定されると勝手に切ることはできなくなり，守って
いくことができるようになる。

１.重点地区説明会（忠海市街地周辺地区）

③主な意見と対応

Ｐ８



竹原市都市整備課

①実施時期
令和３年８月１０日（火） 令和３年９月１０日（金）
②対象者
●市内に住所を有する者 ●市内に存する事務所又は事業所に勤務する者
●市内に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他団体
●市内に存する学校に在学する者
③公表場所 竹原市役所 忠海支所

竹原地域交流センター

竹原市役所 都市整備課

町並み保存センター

２.パブリックコメント

Ｐ９



竹原市都市整備課

ポスター

令和３年 ８月広報

２.パブリックコメント

④周知方法

Ｐ10



竹原市都市整備課

facebookホームページ

２.パブリックコメント

Twitter

Ｐ11



竹原市都市整備課

⑤結果
２.パブリックコメント

項目 意見の内容 市の考え

第４章

良好な景観形成の
ための行為の制限

２景観形成基準

計画を作って終わりでなく、
しっかり実行していかなければな
らない。第2 章に整理してあった
が、竹原には美しい景観がたくさ
んあるが、高齢化などで地元だけ
では守っていくことが難しい。景
観を
守るための具体的な方法はあるの
か。

景観を守るための具体的な方法として、
「第6章 景観まちづくりの推進」に市
・事業者・行政の役割や具体的な事業

等を記載しています。
また、景観計画に合わせて景観法に定め
る必要な事項を示す竹原市景観条例も作
成する予定としています。

第４章

良好な景観形成の
ための行為の制限

２景観形成基準

色彩の基準にマンセル値を利用
しているが、これまでマンセル値

も分かる表現に修正したほうがい
い。

色彩の基準については、客観的かつ明確
な基準を示すため、数値基準を採用して
います。
数値基準は、日本工業規格に採用されて
いるとともに、他の景観行政団体におい
ても最も一般的なマンセル値を利用して
います。
また、景観ガイドライン（仮称）を作成
し、色彩の基準について、視覚的にもわ
かりやすくなるよう工夫します。

Ｐ12


